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1原子力機構 

 

242Am崩壊確率を計算し、CCONEが有するモデルパラメータの依存性を議論した。また、代理反応によるス

ピン分布を DWBA計算によって評価し、用いた光学模型の違いによる分布の変化を調べた。 
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1. 緒言 

我々は原子力システム研究開発事業において、代理反応法を用いたマイナーアクチノイドの各崩壊モード

(γ放出、n放出、2n放出、核分裂)に対する断面積決定の研究を行っている。代理反応法では、中性子入射反

応の代わりに核子移行反応を扱うことで、中性子ビームを用いた実験では測定が難しい中性子入射断面積が

得られる。崩壊確率を理論的に評価するためには、代理反応と中性子入射反応のスピン分布の違いを考慮し

たうえで、核反応モデルコード(CCONE)によって計算する[1]。本発表では、CCONE が有するモデルパラメ

ータが崩壊確率に与える影響や、異なる反応に対するスピン分布の違いについて報告する。 

2. 計算手法、結果 

 結果の一例として、図 1 で中性子入射反応によって生成された 242Am の崩壊確率を示す。第二分裂障壁の

高さを 7.05, 6.05, 5.05 MeVとした。n放出と核分裂の確率の競合が、障壁の高さに大きく影響を受ける。分

裂障壁が高いと核分裂に達する前に n 放出が発生することで励起エネルギーを失うため、核分裂率を高める

ためには高い励起エネルギー(14 MeV以降)が必要となる。反対に障壁が低いと n放出の前に分裂に達しやす

くなるため、低いエネルギー(7 MeV)程度で核分裂率が高くなると考えられる。 

 本発表では、このように CCONE が有するモデルパラメータの特性を調べた結果や、中性子入射反応と核

子移行反応におけるスピン分布の違いが結果に与える影響について報告する。 

 

本研究は、文科省現原子力システム研究開発事業「高エネルギー中性子核データ高度化のための複合核崩

壊過程の研究」の助成による。 
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図 1: 第二分裂障壁の高さを変化させたときの複合核崩壊確率 (左) 7.05 MeV (中) 6.05 MeV (右) 5.05 MeV 
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